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I. INTRODUCTION 
I-A. Sheets 
I-A-a. Paper 

原稿は A4 サイズ縦(20.9×29.6mm)を使います。入力ソ

フトは Word 2016 以降とします。 

原稿はメールに添付して提出して下さい。 

ページの余白はすべてのページを通して上 23mm、下

35mm、左右 22mm にします。英文タイトルは 14 ポイン

トの Arial で左寄せ(文頭のみ大文字)、和文タイトルは

MSゴシック 11ポイント、著者名は 11ポイントのArial、

著者の住所・電話番号は 11 ポイントの Times New Roman

の斜体を使って下さい。アブストラクトは 10.5 ポイント

の Times New Roman で入力します。Keyword(s)はアブス

トラクトの次にくるようにします。 

著者名から Keyword(s)まではインデントで任意の幅を

字下げして下さい。本文を和文で入力する場合の文字フ

ォントは明朝体で 9 ポイント、句読点は「、」と「。」、2

段組に設定して下さい。1 ページ目左段組下の著者肩書

とポスター賞受賞に関する表記は消したり移動させない

で下さい。 

I -B. Language 
原稿 (原著論文及び Review, Exposition) は、タイトル、

著者名、住所・電話番号、アブストラクト、キーワード、

見出し、図・表およびその脚注は英文とし、タイトルの

和題と本文のみを和文とします(投稿規定参照)。 

 

II. METHODS AND MATERIALS 
著者の電話、FAX 番号は国番号「81」から始めて下さ

い。本文の見出しはローマ数字で番号をつけます。大見

出しは大文字のみで Arial の 11 ポイント、小見出しは同

じく Arial の 11 ポイント、文頭のみ大文字にします。大

見出しと次の大見出しの間は 1 行空けます。また、本文

中の強調したい単語、語句は斜体にして構いません。 

1 ページ目左段組下の著者肩書は、現在の所属等を分

かりやすく表記して下さい。 
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全ての特殊記号やギリシャ文字は手書きにはせず、ワ

ードに入力した形で提出して下さい。 

(正しい表記) :  H∀∃(2)=E∀(0)(2)ø∀∃+<∀∗WΒ∗∃> 

また、原稿の最終ページでは左右の段の高さが揃うよ

うに配置して下さい。 

 

III. ILLUSTRATIVE MATERIALS 
全ての図・表・写真は原稿中に原本そのものを掲載す

るか、原本を写真に現像したものを採用して下さい。 

本文中に図・表・写真を適宜配置する様にし、最後に

まとめて図・表・写真だけを並べないようにして下さい。 

図・表・写真は濃淡が鮮やかにわかるものを使って下

さい。脚注の位置については、図・写真の場合は図・写

真の下に、表の場合は表の上に来るようにします。 

図・表・写真が片側 1 段の幅に収まらない場合は右段、

左段の 2 段にまたがって構いません。但しその場合ペー

ジの一番上か下に寄せて配置して下さい。本文の中では

図・表・写真に言及した後、図・表・写真を配置するよ

うにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig. 1. Captions should be printed underneath a figure. 
 

等式は下記の様に記述します。 

X=1-exp[-ktn].          (1) 

 

Table 1 は例のように化学合成を示している。 

 

Table 1. Chemical composition of specimen used as 
weight quantity. 
 

Alloys Elements (Mass%) 
No. Fe Ni Cr 
1 73 20 7 
2 72 18 10 
3 71 16 13 
4 73 11 16 
5 70 11 19 

IV. RESULTS 
図表中の英文は読みやすいフォントを使用し、任意の

大きさで表記して下さい。 

 
V. CONCLUSION 

JAS 掲載の原稿作成にあたり、以上のルールで作成い

ただくようお願いします。 

 

ACKNOWLEDGEMENTS 
Acknowledgement と Reference は段落の番号をつけま

せん。本文中の References No. は上付きの番号１で表し、

ピリオドやカンマの後に付けます。2-5 

上付きの番号で記述出来ない場合は (Ref. 1) (Ref. 2-5)

のように表記して下さい。References は論文の最後にリ

ストにして掲載します。この時、改ページする必要はあ

りません。 

Reference は、１著者名、雑誌名、巻、ページ、(年号)と

するか、２著者名、書籍名(斜体)、編集者名、(出版社名、

都市名、出版年)、ページ として下さい。また、複数の著

者がいる場合、著者名を途中から省略しないで全ての著

者名を表記して下さい。日本語の文献は末尾に  (in 

Japanese) を付けて下さい。 

ウェブサイトの記事は、3(著者名)、”ウェブページのタ

イトル” またはウェブサイトの名称(斜体)、URL、入手日

付として下さい。 

以上、ご不明な点がありましたら、SAS 事務局までお
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